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平成27年度までの軽水炉安全技術・人材ロードマップの検討体制 
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日本原子力学会でのロードマップ策定 検討方針（１） 

総合資源エネルギー調査会自主的安全性向上・技術・人材WGとの「キャッチ
ボール」による軽水炉安全技術・人材ロードマップ(RM)策定の基本方針の確認 
2050年までを見据えたマイルストーンを設定する 

社会的要請・ニーズを考慮し、国民や国際的な視点からも課題を提示する 

 

有効・効果的な議論を進めるための会議体の設置と議論 
社会的要請・ニーズに基づき設定する、マイルストーンでの目指す姿を共通理解として、解決す
べき課題を検討する 

専門領域に基づいて設定した作業部会間での検討内容の抜け落ちを回避する 

 

多様な視点、知見を反映したRMの策定 
日本原子力学会以外の学会(日本建築学会、日本地震工学会等)との連携・協力体制を整
える 

技術・ハードウエアに偏らず、社会科学の立場からの検討が必要な課題やヒューマンファクター領
域の課題についても提示する 
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日本原子力学会でのロードマップ策定 検討方針（２） 

学術界、国（推進、規制）、事業者、メーカー、研究機関等が集う学会の場
を最大限活用 
 安全対策高度化技術検討特別専門委員会をRM策定検討の場とする 

 原子力安全部会の企画セッション、フォローアップセミナー等の場を活用して活動状況を公開し、
学会内外と意見交換する 

 国（資源エネルギー庁、原子力規制委員会等）との効果的コミュニケーションを図り、それに
基づく課題の全体構造の適正化を図る 

 個別の研究成果等を課題解決に結びつけるための評価、実効性の確保に関する活動および、
このためのRMの活用方法についても検討する 
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平成27年5月の取りまとめ時に提示した学会としての重点活動方針案 

 提示したローリング方針に則り、継続的なロードマップ改訂を可能とする、より的確な
体制構築を図る。 
 

 次年度は、独立に検討した設計および運転に係る課題と、廃炉および核不拡散・
核セキュリティの課題を総合的に議論し、軽水炉の安全をより包括的に捉えたロー
ドマップの再構築を行う。 
 

 平成26年度はカバーしきれなかった放射性廃棄物に係る課題についても、他の検
討の場での議論内容も踏まえて、本ロードマップでの扱いを明確化して、課題設定
を行う。 
 

 国際的な協力や協調の観点から捉えた重要な課題、および社会・政策・技術に係
る課題と人材に係る課題との関係性についても、さらに踏み込んだロードマップ化を
行う。 
 

 分かりやすい情報の社会との共有化の取り組みとして、ワークショップといった公開の
会合を開催する。そこでは一方的な説明ではなく、多様な参加者が議論し、その結
果を集約するプロセスを提示することで、課題を総合的に捉える機会を創出する。 
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ロードマップのローリングの考え方 
ローリング実施意義 

最新知見の反映 （課題設定のみならず、研究プロセス等に対し） 

課題解決への取り組み状況に係るステークホルダー間コミュニケーション 

世代間の知識伝承およびそのための透明性のあるコミュニケーション 

ローリングで実施する作業 

ローリングの作業を、以下の４つに大別する。 
①  原子力を取り巻く情勢変化を受けたロードマップの大枠の見直し 

②  ①の見直しや技術開発及び人材育成の達成度評価を踏まえた「評価軸」の見直し 

③  ②で見直された「評価軸」を用いた優先順位付けや取捨選択による取組項目の見直し 

④  ①～③を通じて見直されたロードマップへの改善案等の提示 
 

 ローリングの実施方法 

（ａ）政策方針の決定・変更等があった場合のローリング 

①と④を自主的安全性向上・技術・人材WGが、②と③を日本原子力学会が担い、今回のロード
マップ作成と同様に、WGと日本原子力学会とのキャッチボールを通じて全体のローリングを実施する。 

（ｂ）定期的なローリング 

②と③を日本原子力学会が、④を自主的安全性向上・技術・人材WGが担い、今回のロードマップ
作成と同様に、WGと日本原子力学会とのキャッチボールを通じて全体のローリングを実施する。 

＜参考＞ 
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軽水炉安全技術・人材ロードマップの果たすべき役割について 

軽水炉安全に向けた関係者の取り組み内容についての社会との共有 
 

魅力のある高度な安全対策技術の開発テーマを設定・提示することによる若手研究者
の育成 
 

国際的な最新知見の反映や我が国に閉じない課題の共有 
 

実機適用に向けて規格基準類を整備していくための技術・研究開発成果の見える化 
 

軽水炉に内在するリスクの大きさや特性に対応したソリューションの開発・提供時期の最
適化・可視化 

  上記道筋の提示例 

円滑で安全な廃炉を進めるためのプロセス課題 
様々な形態・特性を有する放射性廃棄物の安全な管理・処理・処分 
再稼働後の原子力発電所のリスク低減に向けた、設計・運転管理・アクシデントマネジメン
ト・防災に対する総合的なリスク情報活用 

 

産業界の自主的安全性向上を促す規制当局とのオープンな対話への課題設定 
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平成27年6月以降のロードマップをとりまく主な環境変化 

経営判断による廃炉の増加 
美浜１・２号機、敦賀１号機、玄海１号機、島根１号機に続き、伊方１号機も廃炉 

 

新規制基準への順次合格（使用前検査等対応中） 
伊方３号機、高浜１・２号機 

 

川内１・２号機再稼働 
 

高浜３・４号機の大津地裁による運転差し止め 
 

特定放射性廃棄物の最終処分候補地公表時期を平成28年度中とする方針決定 
 

福島第一原発の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂 
燃料取り出し開始時期の延長、燃料デブリ取り出し方法の決定は２年後目途に 

 

電力システム改革による電力小売りの全面的自由化の開始 
 

研究用原子炉の再稼働審査への合格 
 

原子力規制委員会(NRA)の国際原子力機関(IAEA)からの総合規制評価サービス
(IRRS)の受け入れ・報告書の公開 
 

NRAにおける検査制度の見直しに関する検討の開始 
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軽水炉安全技術・人材ロードマップのローリングについて 

意義 
最新知見の反映 (課題設定、研究プロセス等に対して) 
課題解決への取組み状況に係る(ステークホルダー間の)コミュニケーション 
世代間の知識伝承およびそのためのコミュニケーション 

方針 
平成27年度に実施された技術・研究開発や人材育成への取り組みの最新知見
を反映する 

８項目の課題別区分ごとにソリューションを捉えるだけでなく、変化する課題を俯瞰
的に捉えて課題設定を見直す 

学会から提示した５つの課題検討の柱の視点も踏まえて、複雑に関係する課題
間の関係を捉え直す 

方法 
産業界、学術界、利用行政、規制行政が集う学会において、オープンな議論の場
を設けて、上記方針の下、ロードマップを更新する 

周辺専門領域の最新動向もカバーするため、原子力以外の関連学会との連携の
下で議論を行う 

幅広い意見を反映するため、国際的な場での情報交換や公衆とのコミュニケーショ
ンも継続的に実施する 
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軽水炉安全技術・人材ロードマップのローリングの概念図 

産業界 

学術界 

最新課題の共有 
研究・施策の選定 

官界 
(利用行政) 

オープンな対話 
基盤支援 学術的支援 

学協会による場の提供 

軽水炉安全技術・人材ロードマップ 

一般社会 

俯瞰的でわかりやすい情報発信 

参照 

多分野の専門家 

海外関係者 

等 

最新の国際的な 
研究成果・基礎基盤研究成果 

軽水炉安全研究テーマの 
設定や人材育成計画の 
策定における判断材料と 
して活用 

客観情報 

参照 

第三者 

ローリングの外部評価 
(ロードマップ策定に関与しない有識者) 

産官学 

課題設定 

研究・施

策の実施 

成果の取

りまとめ 

ピアレ

ビュー 

評価結果

のフィード

バック 

定期的ローリング 

最新知見の反映 

研究・施策の推進、ローリングへの参画 

若手研究者 

原子力関連学協会 
規格類協議会 

情報共有 

国際会議 
国際機関 
学術会議 

規制行政 
対話の促進 

参画ステークホルダーの拡大 
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学会から提示したロードマップにおける課題検討の柱 
 本ロードマップでは、幅広い安全基盤の下、長期的展望に基づく目標に向かって広範な課題解決のための道のりを提示する。

ロードマップ活用の有効性をわかりやすく表現するためには、ロードマップにおける「課題検討の柱」を提示することが必要である。 

※3E達成： 
以下の３つのカテゴリに分類さ
れる様々な課題を同時に達成
すること 
 Energy Security 
 Economic Efficiency 
 Environment 

関係者の課題意識、社会的な
要請・ニーズから、本ロードマップ
策定においては５本の課題検
討の柱を設定 

海外・関連分野
の最新知見

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上

安
全
基
盤
の
継
続
的
強
化

社
会
か
ら
の
信
頼
と
共
生

国
際
協
力
・国
際
貢
献
の
推
進

放
射
性
廃
棄
物
処
理
処
分
へ
の

技
術
的
・社
会
的
取
組

安全基盤
（福島第一原子力発電所事故の教訓、技術・人材 等）

基盤の
共有・拡充

【長期的展望に基づく目標】
国民の信頼が得られている中、安全を大前提に3E※

達成の重要電源として原子力発電を継続的に利活用

継続的な
改善・向上

A B C D E

安全基盤： 関係者間で強く意識共有している福島第一原子力発電所事故の教訓、ならびに本ロードマッ
プの主目的である技術・人材の将来展開を描く上での現在のスタートラインの状態 
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「①既設の軽水炉等のリスク情報の利活用の高度化」ロードマップ 

リスクが極小化されるマネジメント策とそのため
の組織・制度を整備する
(S101M101L102_z01,M101L101_a02, 

M103L101_a04)

リスクマネジメント分野で活躍が国内外でできる人材を継続的に輩出し維持する

リスク情報や安全目標に関する最新知見を国際的に共有して世界の原子力安全に貢献する
(S110M106L103_d02)

丁寧な対話を通じ、社会的に合意された安全目標
の継続的な見直しを図る(S101M101L102_z01)

原子力施設の安全目標についての社会との丁寧な対話を
行う (S103M102L101_b01)

最新のリスク情報に基づいたマネジメントや意思決定の改
善によるリスクの低減を図る (M103L101_a04, 

S102M101_a01)

リスク情報を効果的に活用する制度や知識基盤の整備を
進める (S101M101L102_z01,S110M106L103_d02,

S103M102L101_b01)

効果的なリスク低減策を設計へ反映する活動を継
続し、リスクが極小化された世界標準の原子力プ
ラントを設計する
(S111M107L103_d42 ,S111M107L104_d10, 

L103_d16)

不確実性が限定されたリスク情報とその活用方
法を国際的に共有する (M104L103_c06,

S103M102L101_b01)

最新の知見・技術に基づく大規模自然災害によるリスクを
含めた網羅的なリスクの把握と精緻化を継続的に実施す
る (M104L103_c06, S103M102L101_b01)

リスク情報の活用による地域防災や広域防災の能力を向上
する(S104_b04, S104M101L102_b02-1&2&3)

リスク情報を把握するための手法やデータの整備を行う
(S111_d13)

ハ
ー
ド

ソ
フ
ト

人
材
育
成

様
々
な
リ
ス
ク
を
把
握
す
る

リスク情報の扱いに長けた人材を国内から輩出する

1F事故の教訓を国際的に共有する(S110M106L103_d02)

解析手法の高度化や最新技術の活用により、地震や津波に
ついてのリスク情報の精緻化を図る (S106_c04, 

S106_c05)

地震・津波以外の自然災害・事故についてのリスクの網羅
的な把握と、対策の重要度の検討を行う (S106_c03)

リ
ス
ク
情
報
を
踏
ま
え
て
対
策
を
と
る

リ
ス
ク
情
報
を
社
会
と

共
有
す
る

リスク情報をマネジメントや意思決定に活用する (S111_d29, 

S102M101_a01, S102_a09)

原子力施設のリスクについての社会との丁寧な対話を行う
(S103M102L101_b01)

リスクマネジメントに関する人材研修の海外からの受け入れを継続的に行う

リスクの低減を加速するための制度や知識基盤の整備を進
める(S101M101L102_z01, S110M106L103_d02)

自然災害の発生頻度を含む、リスクに関連する様々な分野
を俯瞰できる人材を輩出する

安全目標に関わるリスク情報を得るための継続的な研究を実施する (S101M101L102_z01 , S103M102L101_b01)1F事故を踏まえ安全目標の自主的な再設定を行う
(S101M101L102_z01 )

極めて稀に発生する大規模自然災害を含め、リスクを効果
的に低減する機器開発を継続し、その知見を設計に反映
する
(S111M107L103_d42)

大規模自然災害によるリスク情報を活用した機器を導入・開
発する (S110_c10)

1F事故の知見を活用した機器の導入・開発を行う
(S111M107L103_d42)

リスク情報の活用による地域防災や広域防災の能力を継続的に向上する (S101M101L102_z01, 

S104M101L102_b02-1&2&3, M102L101L104_b08)

4.71,4.43 ◎ 4.71,4.43 ◎ 3.86, 3.71 ○

4.75,4.50 ◎ 4.63, 4.30 ◎

4.86,3.86 ○

4.43, 4.57 ◎

4.71,4.29 ◎ 3.86, 3.71 ○ 4.71,4.29 ◎ 3.86, 3.71 ○

3.88,3.25 ○

4.50,4.00 ◎ 4.50, 4.00 ◎ 4.63,5.13 ◎ 4.25, 4.25 ◎4.50,4.00 ◎

4.71,4.43 ◎ 3.50, 3.13○ 4.71,4.43 ◎ 3.50, 3.13 ○ 3.86, 3.71 ○

4.50,4.38 ◎ 4.43, 3.43 ○ 4.00, 2.88○ 4.25,3.13 ○ 4.43, 3.43 ○

3.86,3.71 ○ 3.86,3.71 ○ 4.71,4.43 ◎

4.71,4.43 ◎ 4.00, 2.63 ○ 4.25 3.13 ○

4.13,3.13 ○ 4.25, 2.75 ○ 4.5, 2.25 ○ 4.38, 2.38 ○

3.50,3.13 ○ 3.50,3.13 ○

4.71,4.43 ◎ 4.25, 2.75 ○ 4.5, 2.25 ○ 4.38, 2.38 ○ 3.25, 4.13 ○

Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）
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「②既設の軽水炉等の事故発生リスクの低減」 ロードマップ 
Stage1（短期） Stage2（中期） Stage3（長期）

常
に
新
し

い
知
見
を

安
全
対
策

に
組
み
入

れ
る

運
転
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る

人材育成
安全な運転を実現する
現場の人材を維持確保する

作
業
環
境
を

改
善
す
る

原子力プラントシステムの信頼性を向上す
る (S111M107L103_d42)

運転性能を高度化する(M107_d25)

高稼働、長期安定運転を実現する
(S111M107_d24)

プラント技術・運用管理の高度化によりトラ
ブルを防止する (S111_d29 , S111_d30)

被ばく低減に向けた状態監視、モニタリン
グ技術の開発と環境負荷低減を図る
(S111_d32, S111_d33-1)

燃料の信頼性を向上する（炉心溶融しない
燃料への対応をとる）(S111M107_d18-

1&2,)

炉心の信頼性向上と高度化を図る
(S111M107_d24)

炉心と冷却水のふるまいをより明確にする
(S111M107_d17-1)

運転管理を最適化し保守・運転員の負荷を
低減し、安全運転を確かなものとする
(M107_d34)

技術革新により被ばくリスクと保守・運転時の
負荷を軽減し、安全運転を確かなものとする
(L104_d35-1)

経
年
劣
化

対
策
を
行
う 建屋構造・材料をより高性能化する

(M107_d38)

耐震安全性を高度化する(M106_d40-2, 

M106_d40-1)

原子力プラント設備の信頼性を向上する
(S111M107_d36)

材料劣化評価手法を高度化する
(S111_d37)

原子力プラント設備の信頼性を継続的に
向上する(S111M107_d36)

原子力プラントシステムの信頼性を継続
的に向上する
(S111M107L103_d42)

燃料の信頼性を向上する（炉心溶融しない燃
料への対応をとる）(S111M107_d18-1&2, 

M199L199_d20)

炉心の信頼性向上と高度化を図る
(S111M107_d24 , M199L199_d19)

原子力プラントシステムの信頼性を飛躍的に
向上する(S111M107L103_d42)

超長寿命プラントによる安全な運転を実現す
る(L104_d41)

信頼性の向上した燃料を効率的に運用する
(M199L199_d19, M199L199_d20)

設計や建設から廃炉までの知見に基づくプ
ラント管理ができる人材を維持する

安定・安全なプラント運転に係る知識・技能を
有する国際人材を育成する

4.50, 4.00 ◎ 4.50, 4.00 ◎

4.50, 4.00 ◎

4.50, 4.38 ◎ 3.63, 2.50 △ 3.63, 3.88 ○

4.00, 4.50 ◎
3.13, 4.13 ○

2.50, 4.38 ○ 3.88, 4.38 ○

4.13, 4.00 ◎

3.13, 4.13 ○

4.13, 4.00 ◎ 3.88, 4.38 ○

3.13, 4.13 ○ 2.50, 4.38 ○

3.50, 5.00 ◎

3.50, 4.50 ○

3.50, 5.00 ◎

3.00, 5.00 ○

3.50, 3.00 ○ 3.38, 3.00△

3.50, 3.88 ○

4.38, 4.5 ◎ 4.38, 4.5 ◎ 3.50, 2.75 ○ 3.25, 3.88 ○
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課題設定のローリングのイメージ 

環境変化 

検査制度の見直し 

トラブル・故障により 
重大事故発生影響 
の大きな機器への 
重点的な検査手法 
の確立 

被ばく低減に向けた状態監視 
(S111_d32等)② 

プラント設備の信頼性向上 
(S111M107_d24)② 

プラントシステムの信頼性向上 
(S111M107L103_d42)② 

リスク低減を加速する制度や知識基盤の整備 
(S101M101L102_z01等)① 

リスク情報をマネジメントや意識決定に活用 
(S111_d29等)① 

原子力施設のリスクについての社会との丁寧な対話 
(S103M102L101_b01)① 

新たな検査制度に必要な「リスクマネジメント力の向上」 
(短期的課題) 

重要となる課題 

上記課題別区分 
 ①既設の軽水炉等のリスク情報の利活用の高度化 
 ②既設の軽水炉等の事故発生リスクの低減 
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ロードマップへの関係各所の参画構想 

大学等 

大学等 

規制委員会・
規制庁 

大学等 

日本原子力学会 

経産省 

文科省 

電事連 

電中研(NRRC) 

学術会議/海外組織等の中立的有識者 

ロードマップの作成・ 
ローリング・公開共有 

ローリング活動の第三者評価 

軽水炉の安全対策高度
化基盤整備・人材育成

事業の実施 

原子力革新的技術開発
事業の実施 

規制の高度化に資する安
全研究事業の実施 

参照、テーマ選定 

参照、テーマ選定 

参照、テーマ選定 

進捗度・成果 
フィードバック 

進捗度・成果 
フィードバック 

進捗度・成果 
フィードバック 

PMO 

炉安審 

委託 

設置 

管理 
評価 

管理 
評価 

評価 

参照、テーマ選定 

進捗度・成果 
フィードバック 

研究開発 

管理 
評価 

委託 

メーカー各社 

JAEA 
安全研究センター 

メーカー各社 

JAEA 関係各所 

JAEA 
基礎工学研究センタ－ 

IAEA 

OECD/NEA 

国際情報発信 
最新知見収集 

中立的活動 

事務局 
企画検討 
関係各所調整 

他学協会 

参画・協力 
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ロードマップローリングに係る学会内体制の再編 

軽水炉安全研究専門委員会(仮称) 

研究成果の規格・
基準化の観点から
の参画 

・従来の特別専門委員会を研究専門委員会として再編 
・軽水炉安全技術・人材ロードマップのローリングを行う 
 主体的な活動母体として維持 
・学会にて活動予算を確保 
・組織体は同委員会の活動体制を継承 (一部簡素化) 
・今後、カバーする範囲の拡張に応じて組織体も改訂 
 

委員会 

幹事会 

作業部会 

保全 

アクシデントマネジメント 

設計 

参加メンバーの 
推薦・選出 

 電事連  電工会  電中研 

各作業部会は必要に応じて下部に検討会合を設置
あるいは連携して活動 

(耐震・外的事象) 

(核不拡散・核セキュリティ) 

 日本原子力学会 既設部会 
 

 核不拡散・保障措置・核セキュリティ連絡会 

 METI自主的安全性向上・技術・人材WG 

継続的な 
キャッチボール 

 外部有識者（第三者評価機能） 
評価/反映 

 IAEA OECD/NEA等 国際機関 

情報発信/最新知見反映 

 日本建築学会 日本地震工学会 土木学会 

大学   日本原子力研究開発機構 
参画 

事務局（調整機能） ステークホルダーマネジメント 

課題設定マネジメント 

 原子力規制委員会 文部科学省 等 
順次参画 

既存の枠組みを有効
活用 

作業部会は機動性を持た
せるため統合して大枠化 

原子力関連学協会規格類協議会 

日本原子力学会(標準委員会) 
日本機械学会    日本電気協会 

日本原子力学会 理事会 
設置 (申請中) 

（廃炉) 

３作業部会
横断で検討 

保全作業部
会の下部会
合で検討 
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ロードマップのローリング活動体制 

・従来の特別専門委員会を研究専門委員会として再構成（現在設置申請中） 

・会議体の枠組みは極力大括りとし、事務・運営労力を最小化・最適化 

・耐震・外的事象および核不拡散・核セキュリティは、３作業部会横断で検討 

・委員は日本原子力学会員にて構成し、他学会からもオブザーバーで参加可 

会議体 位置づけ 委員長・主査 

委員会 
｜ 

幹事会(委員会内組織) 

産官学関係各所のメンバーによる総括的な議論の場 
全体の活動方針の確認や意思決定の場 
【幹事会】 
 作業部会間の横串調整 
 シンポジウムやワークショップの事務局機能 
 対外情報発信計画の策定 

越塚誠一 (東大) 

作
業
部
会 

設計 
設計（燃料、材料、熱流動、構造等）による安全性向上に係
る課題の検討 
安全性向上の観点からセキュリティを考慮 

阿部弘亨（東大） 

保全 
運転経験やプラント保守による経年劣化対策や安定的な定格
運転の維持に係る課題の検討、廃炉は下部会合で検討 
安全性向上の観点からセキュリティを考慮 

糸井達哉（東大） 

アクシデントマネジメント 
外的事象要因検討を含むアクシデントマネジメントに係る課題の
検討 
安全性向上の観点からセキュリティを考慮 

山本章夫（名大） 
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平成28年度のロードマップローリング工程 
H28年4月 

RMローリング 
準備会 
(2/2開催) 

METI-WG 

専門委員会 
設置・活動方針決定 

Workshop開催 

学会内体制構築方針及び 
ローリングスコープの確認 

学会内体制 
立ち上げ 

スコープに基づく 
ローリング検討 

WGへの 
中間報告 

WGへの 
最終報告 

ローリング結果の集約 
ローリングへの第三者評価 

H27実施研究 
自己評価 

課題調査票の 
更新/追加/再編 

評価軸・指標の 
改善/再評価 

積み残し課題の
詳細検討 

 
外部意見の 
収集・反映 

経産省、文科省、規制庁、事業者へ 
対象研究・人材育成の評価依頼 自己評価（協力頂けた範囲） 

自己評価方法の確認 

反映 
H27実施研究に対応した 

課題調査票 

追加・再編対象とする調査票の選定 

取りまとめ 

反映 

追加作成・再編 

改善案の検討 

改善・再評価方針の確認 

詳細検討方針の確認 

改善方針の決定 評価委員の再選定・依頼 追加・再編対象外の調査票の再評価 追加・再編した調査票の評価 

取りまとめ 

提供 
提供 

取りまとめ 

検討プロセスの調整 

検討プロセスの決定 専門委員会での議論 

取りまとめ 

WGからの意見の反映 専門委員会での議論 

外部意見の集約/ 
取りまとめ 

第三者評価の要件検討、外部意見の収集方法の検討 Workshopの開催、有識者等への諮問 

現状課題調査票の確認 

課題調査票 全般 

Workshop段階的準備 

学会としての方針・目的を明確化した上で 

専門委員会 
第2回開催 

ロードマップを有効に機能 
させるための方策検討 

WGへの 
方針説明 

METI-WG (6/17) METI-WG 

専門委員会 
第1回開催 

専門委員会 
作業部会開催(2回程度) 
(下部組織は継続的開催) 

H28年度下期 

継続的に協力依頼 
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今後のロードマップローリングのスコープ 

 平成27年度に実施した技術・研究開発、人材育成に係る取り組み結果の集約 
 集約書式の定型化 
 関係各所への集約依頼（経産省、文科省、事業者の研究開発と人材育成） 
 集約結果に基づく課題調査票の改訂 
 改訂した課題調査票とロードマップとの紐づきの再確認 
 参画機関の範囲の拡大に向けた声がけ（規制庁等） 

 ワークショップ・シンポジウムの開催 
 企画立案・プログラム策定・参加者調整・当日運営・成果取りまとめ 
 継続的開催スキームの検討 

 国際機関（IAEA、OECD/NEA等）への情報発信 
 IAEAナレッジマネジメント国際会議の参加・情報発信 

 ローリング結果の第三者評価スキーム構築と運用 
 評価スキームの策定 
 評価者への協力依頼・評価の実施 

 その他、学会の自主的な課題調査票の見直し、再編成、ロードマップへの紐づけ 
 平成27年6月に公開されたMETI-WGによるロードマップローリングにおける指摘課題への対応 

 廃炉および核セキュリティ領域の課題調査票の見直し（完成度が低い調査票のレベル向上） 
 放射性廃棄物にかかる課題をカバーしていく方向での課題調査票の見直し 
 国際協力・協調の観点、ならびに国際戦略的観点からの課題の明確化 
 安全基盤としての研究インフラの保守や人材育成に関する総合的な視点からの課題設定 
 重複感のある評価軸の改訂（短期・長期の視点、費用対効果の視点、等） 
 改訂した評価軸を用いた課題重要度の再評価（2段階評価等のプロセスも合わせて改善） 
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（A）軽水炉の安全性向上の実効性 
（実効性のある成果が見通せる課題の抽出） 

（B）軽水炉の安全性向上に資する技術・人材の維持・発展における重要度 
（中長期的な安全基盤の維持・将来世代のニーズに資する課題の抽出） 

②課題解決によるリスク低減効果が相対的に高い 

①事故の経験を通じて明らかになった課題の解決への寄与度が高い ①原子力分野における多くの主体の共通の基礎基盤となり得る 

③画期的な課題提示により若手人材の獲得・育成に繋がり得る ③費用対効果が相対的に高い 

②軽水炉安全分野における世界的なブレークスルーに繋がり得る 

要素課題の優先順位付けがなされた「ロードマップ」の策定 

 立場や専門性の異なるメンバーによる多様な視点からの議論を通じた、抜け落ちのない技術課題の抽出 
 領域間の専門家連携や異なる立場からの参画、海外の研究との連携等で効果的に解決が可能となる課題の確認 
 目指す姿に対する達成目標の明確化 
 課題解決の道筋の具体的な提示 
 実施主体の適切な設定 

軽水炉安全に係る多種多様な技術開発と人材育成の取組 

＜評価軸＞ 
 各要素課題項目を（A）と（B）の２つの観点から、それぞれ６点（①～③にそれぞれ２点を配分）で採点。 
 採点結果から得られる要素課題の「重要度」に基づき、課題の優先順位付けを行う。 

 各課題を解決時期に応じて、時間軸に沿って並び替えた「ロードマップ俯瞰図」を策定 
 「ロードマップ俯瞰図」上の課題の解決に必要となる技術開発及び人材育成の各取組を適切なまとまり毎に分類した要素課題に対して、概要、具体的な項目、課題として
取り上げた根拠、現状分析、期待される効果、他課題との相関、実施の流れ、実施機関、資金担当を記載した「課題調査票」を策定 

 各要素課題を、その解決により期待される効果に応じて分類 

要素課題の重要度に基づく優先順位付けの評価方法 

課題が適切に定義できていない、あるいはステークホルダーが不明
確なものは、ロードマップには掲載しない。 

（注）（A）と（B）は、それぞれ
各要素課題の「重要度」を、短
期的な視点と中長期的な視点
から評価する「評価軸」 
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評価軸・評価指標に対する補足説明(案) 

(A) 軽水炉の安全性向上の実効性 
（実効性のある成果が見通せる課題の抽出） 
①事故の経験を通じて明らかになった課題の解決への寄与度が高い 
 ・事故前に対応が不十分であったため事故の発生・拡大に至った要因に対する具体的解決策 
 

②課題解決によるリスク低減効果が相対的に高い 
 ・PRA等の評価に基づき、リスク重要度の高いことが明示的な課題に対する解決策 
 

③費用対効果が相対的に高い 
 ・同等の安全性向上に結び付く複数の課題解決策の中で、相対的に投資効果の高い解決策 
 
(B) 軽水炉の安全性向上に資する技術・人材の維持・発展における重要度 
（中長期的な安全基盤の維持・将来世代のニーズに資する課題の抽出） 
①原子力分野における多くの主体の共通の基礎基盤となり得る 
 ・継続的に取り組むことで技術が継承・向上され、原子力安全の底上げが期待される研究課題 
 

②軽水炉安全分野における世界的なブレークスルーに繋がり得る 
 ・短期的成果は得にくいが、中長期的に安全対策技術の新たな飛躍が期待される研究課題 
 

③画期的な課題提示により若手人材の獲得・育成に繋がり得る 
 ・原子力安全のみならず、様々な先端分野への波及も期待される高度で魅力的な研究課題 

# 各課題が補足説明の視点からの提案となっているかに基づき再評価 


